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1. はじめに 

実際の肌の色には性差がある．この事実は種々の

実測研究によっても示されている[1, 2]．だが，色票選

択により若年の日本人に抱かれる男女の肌の心的イ

メージ（心の中に抱く像）を捉えた研究では，明度・

彩度の方向こそ現実と一致するものの，色相につい

ては男性の方が女性よりも黄み寄り，女性の方が男

性よりも赤み寄りとなる傾向が見られ，実際の性差

とは真逆となることが報告された[3]．本研究におい

ては言葉の面から男女の肌の心的イメージを探り，

両者の比較を図った． 

2. 方法 

2.1 対象者 

関東在住の日本人女子短期大学生 82名 
 （平均年齢 18.96歳、標準偏差 0.90） 
2.2 調査項目 

以下の 6種の肌について，自分の考えに最も近い
明るさと色みを選択肢の中から回答させた．  
（1）（2）自分自身の現在／理想の肌の色 
（3）（4）平均的な男性／女性の肌の色 
（5）（6）理想的な男性／女性の肌の色 
尚，明るさの選択肢は「非常に色黒／色黒／やや

色黒／中庸／やや色白／色白／非常に色白」，色みの

選択肢は「非常に赤み／赤み／やや赤み／中庸／や

や黄み／黄み／非常に黄み」とした（各 7段階）． 

3 結果および考察  

3.1 全体の傾向 

各肌について選択された度数を集計した結果，次

の Figure1-1および 1-2が得られた．明るさについ
ては，いずれの項目についても色黒や色白等，方向

性が比較的明瞭に捉えられたが，一方の色みについ

ては，調査対象の肌の設定を問わず過半数が「中庸」

を選択したことが特徴と言える． 
自身の肌の色について，現在の心的イメージと理

想との間でχ2検定を行ったところ，明るさ，色み共

に，その選択の偏りは 0.1％水準で有意であった．
当該偏りは，現在の肌の心的イメージに比して理想

の方が色白で赤み寄りであったことを示す． 
また，先の集計結果を基づきコレスポンデンス分

析を行った結果，5軸が抽出された．第 1軸を縦軸，
第 2 軸を横軸に配し，各要素のスコアを Figure 2
として図示した．尚，第 1軸と第 2軸の累積寄与率
は 84.6％である． 

 
Figure 1-1 各設定に対する肌の明るさの選択結果 

 
Figure 1-2 各設定に対する肌の色みの選択結果 

 
Figure 2 コレスポンデンス分析による各要素の布置 
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自身の理想の肌と理想的な女性の肌は同じ象限に

あり，自他の区別なく似通った心的イメージが抱か

れていることが窺われる．また，男性の肌の平均と

理想は非常に近く，異性である男性に対して心的イ

メージの細分化は進んでいないことが推測される． 

3.2 男女の心的イメージの比較  

男女の肌の心的イメージに注目し，平均的な男性

の肌と女性の肌，理想的な男性の肌と女性の肌との

間でχ2検定を行った結果，明るさについては，いず

れの組み合わせについても有意な偏りが見られ（全

て 0.1％水準），男性に対して女性よりも色黒寄りと
の心的イメージが抱かれていることが判明した．当

該結果は，色票が用いられた先行研究[3]の結果およ

び実際の性差[1, 2]と同様の傾向である．しかしながら，

他方の色みにおいては，平均的，理想的共，有意な

偏りは認められず，先行研究のように男性が黄み寄

りで女性が赤み寄りといった明瞭な傾向は捉えられ

なかった．この結果を受け，対象の違い（男性か女

性か）と肌の心的イメージの変化に着目し，該当す

るデータを抽出した上でマクネマー検定を行った．

抽出結果は Table 1に示す通りである．尚，本集計
にあたっては，「非常に色黒」から「やや色黒」まで

を色黒寄りの選択として解釈し，他の色白，赤み，

黄みについても同様にまとめ，集計し直した． 

Table 1 対象（男女）の変化と肌の心的イメージの変化  

 平 均 肌 理 想 肌 
男性＝色黒寄り／女性＝色白寄り 40 36 
男性＝色白寄り／女性＝色黒寄り 0 0 
男性＝赤み寄り／女性＝黄み寄り 5 3 
男性＝黄み寄り／女性＝赤み寄り 4 2 
 
肌の色の明るさの偏りについては，平均的，理想

的を問わず0.1％水準で有意であり，男性には色黒，
女性には色白の心的イメージが持たれていることが

改めて明瞭になった．しかし色みについては，いず

れも有意ではなく，明るさのようなはっきりした方

向性は持たれていないという結果を再確認した．言

語ラベルによる概念固定の効果を考えれば，色票選

択よりも言葉のカテゴリ選択の方が，より厳密さを

求められると想像される．本研究の結果から推測さ

れる限りでは，男女の肌の色みについては言語化し

て意識されることが少なく，色黒・色白といった明

るさ程には絶対的な方向性を持たないと考えられる． 
3.3 自己の肌の色に対する認識による分析 

自己の肌に対する認識によって，自身の肌の記憶

色や一般的に好ましい肌の色の認識に違いがあると

の研究結果がある[4]．男女の心的イメージの持ち方

の規則性を更に探るため，自己の肌に対する認識に

よって対象者を群分けし，群間比較を行った．第一

に，自己の肌の色に対して色黒寄りとの認識を持つ

群（24名／以降，色黒群）と色白寄りとの認識を持
つ群（40 名／以降，色白群），第二に，自己の肌に
対して赤み寄りとの認識を持つ群（19名／以降，赤
み群）と黄み寄りとの認識を持つ群（31 名／以降，
黄み群）とで傾向を比べた．各群が持つ方向性につ

いて特に確認するため，本分析では，「中庸」を境に，

「色黒寄り（非常に色黒～やや色黒）」，「色白寄り（非

常に色白～やや色白）」もしくは「赤み寄り（非常に

赤み～やや赤み）」，「黄み寄り（非常に黄み～やや黄

み）」の 3 カテゴリに集計し直し，得られた度数に
対してχ2検定を行った（2群×3カテゴリ）． 各偏
りの分析結果は Table 2の通りである． 
現在の自身の肌を色黒寄りと捉える色黒群は，平

均的な女性の肌の色を色白寄りに回答する傾向が捉

えられた（5％水準）．色黒群は，女性全般に比べて
自分自身は肌の色が黒いとの認識が強いことが窺わ

れる．また同群では，理想的な女性の肌の色みとし

て赤み寄りを選択する傾向が比較的強く，色白群に

よる同選択が「中庸」に集中することとは異なる傾

向が見られた（5％水準）．更に，自身の肌の色を黄
み寄りと捉える黄み群は，理想的な男性の肌の色と

して色黒寄りの肌を選択する一方，赤み群では，色

白寄りにも選択が広がる傾向にあることが分かった

（10％水準）．また，平均的な女性の肌の色みとし
て，黄み群はより黄み寄りを選択する傾向が捉えら

れた（10％水準）．本調査の対象者は全て女性であ
るため，平均的な女性の肌の代表として自分自身の

肌の色を据えていることも推測される． 
本研究では，男女の肌の色みに関して色票を用い

た先行研究の結果をそのまま再確認することはでき

なかったが，自己の肌が一つの基準となり，相対的

に同性や異性の他者の肌が捉えられている可能性が

示唆された．色票と言語的カテゴリとの間の直接的

な比較も今後取り組んでいくべき課題と言える． 
Table 2 各群におけるχ2検定結果 

 
平 均 肌 理 想 肌 

男 性 女 性 男 性 女 性 

色黒群・色白群間比較 明るさ n.s. * n.s. n.s. 
色み n.s. n.s. n.s. * 

赤み群・黄み群間比較 明るさ n.s. n.s. ✝ n.s. 
色み n.s. ✝ n.s. n.s. 

※✝p<.10, *p<.05 
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